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本研究は，都市河川を対象として，河川空間内部の河道に着目した流水景を提案するとともに，流水景と都市空間と

の関係を分析し，河川空間の都市化の実態と課題を明らかにすることを目的としている．都市空間の土地利用は，住宅

地，商業地，工業地に区分され，表情の異なる空間を創り，人々の生活もそれぞれの区分で異なっているが，河川景観に

ついては，このような区分が存在しない．そこで，流水景の都市化を人為的造形の視点で９分類し，この分類で河川の延

長方向を区分し，都市の土地利用との関係性を捉えた．山形県鶴岡市の市街地を流れる内川と新内川を対象に，両河川

の流水景の都市化の程度を明らかにするとともに，流水景と沿川の土地利用・人口密度との関係の違いを明らかにする

ことができた．都市化の分類の自然の優位性，人為の優位性とは異なる景観の優位性の捉え方を課題とした． 
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１．はじめに 

 

河川は，降水や湧水が集まって地表を流れる流水と，

天然河岸又は治水，利水若しくは河川環境の整備と保全

のために建設された堤防，護岸，樋門等の人工的に造ら

れた河岸で構成される空間である．このうち，流水がつ

くりだす自然造形は，絶えず変化するところに特徴が見

られる．流水は，常に上流から下流に流れ，流量，流速，

川面の表情は変化し，河道の州や水中に繁茂する草木や

そこに棲む動物等も，成長や動き回ることにより，状態

が変化する．人工的に造られた都市空間を流れる都市河

川が自然造形に富む場合，都市の人工的景観とは対照的

に，日常生活の中で自然を身近に感じられる空間になる

と考えられる． 

都市河川の景観は，堤内地（河川区域の外側）の建築

物や遠景の山並みといった景観要素との関係性が重視さ

れてきたと言える．都市空間の土地利用は，住宅地，商

業地，工業地に区分され，それぞれの区分で，表情の異

なる空間を創り，人々の生活もそれぞれの区分で異なっ

ている．河川も都市の構成要素であるが，河川の延長方

向に連続して河川の表情等により区分する手法がないた

め，河川の沿川全体を対象として，都市の土地利用との

関係性を評価しにくい状況にある． 

そこで，本研究は，都市河川を対象として，河川空間

内部の河道（流水を安全に流下させるための水の流れる

部分．通常，水が流れている低水路と，洪水の時だけ流

れる高水敷に分けられる．１））の景観特性に着目した流水

景を提案するとともに，流水景と都市空間との関係性を

分析し，河川空間の都市化の実態把握と課題を明らかに

することを目的とする． 

本論文の構成は次のとおりである．初めに，流水に関

する既往研究や都市河川景観に関する文献から本研究で

扱う流水の位置付けを行う．次に，既存の河川景観に関

する概念を援用し，視点位置による分類，場による分類，

河川形態，スケールの視点から，流水景の位置付けを行

う．分析については，本研究で比較対象として取り上げ

た内川と新内川について，流水景の分類と沿川の土地利

用，人口密度との関係を捉え，河川の歴史的経緯も踏ま

えながら河川空間の都市化の実態と課題について述べる． 

 

 

２．流水に関する既往研究・文献 

 

(１) 流水に関する既往研究 

池田孝夫の「都市中小河川の水面の見えと印象評価に

関する研究」２）は， ＣＧによる河川空間モデルを用いた

心理実験により，人間心理に与える影響を明らかにして

いる．河川断面は矩形に設定され，河道は川幅 12ｍと 7.5

ｍの直線形の２種類，水面までの高さを７段階と６段階

の２種類を設定している．実験に用いられた都市内河川

は，州がなく，水面幅が水位の高さの河道の幅になって

いる河川である．視点は，橋上と遊歩道に設定し，視線
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方向は，橋上で流軸方向，遊歩道で対岸方向と対岸60°

下流方向に設定している．当該論文は，直線形の人工的

な流路において，見えている水面割合の変化を主な変数

として，快適感，水量感・危機感，スケール感で河川空

間の印象評価を分析している．流水の表面は単色で示さ

れており，川面の表情は考慮されていない． 

成谷博光ほかの「河川景観のイメージに関する研究」
３）は，水面の波の動きと水面への映り込みの色の変化（色

差）を数値で捉える方法を明らかにしている．分析対象

の都市内河川は，州がなく，水面幅が水位の高さの河道

の幅になっている河川である．当該論文は，視点に近い

ほど水面の変化が大きくなる結果を導いている．視点か

ら離れた地点の水面の変化は，小さく捉えられているこ

とから，水面のきめの密度勾配を色差で捉えたとも言え

る．この研究結果は，重要な視点における川面の表情の

分析には有効であるが，波の動きが平瀬・早瀬・淵の河

川形態によるものなのか，風によるものなのかの区別は

なく，また，河川形態と色差との対応も示されていない

ため，色差を本研究に活用するには，波の種類を判別す

るデータの蓄積が必要であると考えられる． 

西山穏ほかの「河川風景の成り立ちを河川ダイナミズ

ムから捉える試み～黒尊川を事例として～」４）は，四万

十川の支川で，山間部のＶ字田に地形を流下している黒

尊川を対象にして，河川の地形や河畔の植生に対する自

然の作用を河川ダイナミズムとして捉え，河川の地形の

類型化と保全すべき要点を明示することを目的としてい

る．当該研究では，108か所の重要地点を抽出し，河川景

観の特徴を流水の形状・表情，河床及び河岸の土石の侵

食・堆積状況，河岸の植生等から読み取り，淵が形成さ

れる要因もあわせて，河川のダイナミズムの視点から 10

パターンに分類し，人為的な改変によって失われないた

めの要点を示している．山間部の河川を対象にしたもの

で，都市部の河川を対象にした研究ではないが，西山が

言う「河川そのものの姿・ありようの魅力」をまとめた

ものと言える． 

このように，河川の流水には，都市部の河川研究で扱っ

ている人工水路を流れる等流的な掘込型式の河道の流水

と，山間部の河川を対象にした研究で扱う自然の作用で

絶えず変化する流水に分かれている．本研究で提案する

流水景は，これら両方の流水を対象とする． 

 

(２) 水辺の景観設計５） 

当該図書において，流水の重要性は次のように述べら

れている．「川の本質は流れる水である．（中略）水の流

れをどう生かしてゆくかは，川の景観設計にとってたい

へん重要な課題である．」６）また，景観設計の大きな役割

のひとつに川らしさを表現することを挙げ「都市のなか

の河川であるのか，郊外の田園地帯のなかの河川である

のかといった沿川の場としての特性（中略）を考える必

要がある．」７）としている．形態としての川らしさについ

ては，「水の流れがつくりだす自然造形としての形態のも

つ川らしさと，人々が河川との関わりのなかからつくり

あげてきた人為的造形のもつ川らしさの，二つを考える

必要がある．」７）としている．このように，流水は，川ら

しさを表現する重要な要因であることが指摘されている． 

 

 

３ 流水景の概念 

 

流水景の概念について，既存の概念を援用して位置付

ける． 

 

(１) 視点位置による分類８） 

河川の眺めは，川の流れ方向を基準にした流軸景と対

岸景，水面上の視点の水上景，河川区間外の高所に視点

を置く俯瞰景の４タイプに類型化されている．それぞれ

の眺めの特徴は，流軸景は，奥行き感が強く感じられる

眺めであり，対岸景は，水際線，護岸，堤防，背景の建

物や山並みが階層的に見える眺めであり，水面景は，移

動しながら水の流れを間近に感じる連続する眺めで，俯

瞰景は，広い範囲を一望の下におさめることにより地域

の中での空間的な座標軸として河川を認識する眺めであ

る． 

流水景の視点は，水の流れの表情に着目して，河川景

観を特徴付けることから，沿川の移動が可能で，かつ，

不特定多数の人が，水の流れの特徴を眺められる視点が

あることを前提とする．本研究では，沿川の一般道路又

は堤防上の管理用通路を視点とする眺めとする．なお，

流れの特徴については，第３節の河川形態で述べる． 

 

(２) 場による分類９） 

この分類は，上流から下流へ変化する空間形状の特徴

による分類と，市街地を流れる河川か郊外の田園地帯を

流れる河川なのかという沿川の土地利用に着目した分類

で，河景様式 10）として示されている． 

本研究の対象河川を河景様式に当てはめてみると，一

級河川赤川の支川である内川，新内川は，水系レベルで

みれば，扇状地で中流域に該当する 11）．土地利用に着目

した分類は，都市河川景観を対象とすることから，市街

地・都市に該当する． 

 

(３) 河川形態による分類 

可兒藤吉が示した，河川の形態単位の構成要素の早瀬，

平瀬，淵，川岸 12）を本研究でも水面の表情の分類として

援用する．なお，川岸については，州として扱うことと

する． 
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水面表情のほかに河川形態を堤防構造である築堤構造

と掘込構造で分類する．築堤構造の場合，川表（堤防を

境にして，水が流れている方）の構造物で覆われた護岸

を除いた土羽の部分は，植生が繁茂し，自然造形が確認

できる部分であり，土羽部分がない構造物護岸の掘込構

造と区別する． 

 

(４) 流水景のスケール 

都市河川において，橋や河道の屈曲により閉じたよう

に見えることを利用した空間によるスケールの捉え方が

示されている 13）． 

河川の流水は，凹空間を流れるため，第１節で流水景

の視点を沿川の一般道路と堤防上の管理用通路上の移動

視点としたことから，河道の屈曲による河川の視覚的な

区切りではなく，河川を横断する上下流の橋梁間を流水

景のスケールの単位とした． 

 

(５) 流水景のまとめ 

流水景の都市化は，第１節から第４節を基に視対象の

河道の状態とその視点とのクロス表で分類する． 

視点については，都市の日常生活で自然造形にアクセ

スできる人為的操作が行われている程度が高いほど，都

市化されているとした．視対象の河道については，流水

の表情が人工水路のように自然界にはない等流のような

等流的な流れの場合と，植生が見られない場合を都市化

されているとした．流水景の都市化分類は，視点と視対

象を組み合わせて，表－１に示す９分類とした． 

 

表－１ 流水景の都市化分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究対象河川 

 

本研究の対象河川は，山形県鶴岡市の市街地を流れる

内川及び新内川の２河川で，対象区間は，沿川の土地利

用を表示した図－１に示すとおり，２つの河川の分岐点

から合流点までとする． 

現在の内川の辺りを，慶長年間（1596年-1615年）以

前には，赤川が流れていたといわれており 14），慶長年間

に本流を東側の外川に誘導する治水対策を講じてから，

外川を赤川と呼び，旧赤川を内川と呼ぶようになったと

いわれている 15）．新内川は，昭和 47年度から昭和 58年

度に苗津川を一部取り込む形で，青龍寺川等の洪水量も

考慮した流量配分が行われ，内川の捷水路として整備さ

れた河川である 16）． 

現在は，内川も新内川も市街地を流れているが，新内

川は，写真－１の左側の写真からわかるように，新内川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 対象河川と対象区間と沿川の土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 新内川整備前後の空中写真 

（注） 

Ⅰ：河道に瀬，淵，州が見られ，かつ，河道又は川表に植生が見られる． 

Ⅱ：河道に瀬，淵，州が見られない等流的な流れであるが，河道又は川
表に植生が見られる． 

Ⅲ：河道に瀬，淵，州が見られない等流的な流れで，かつ，河道又は川

表に植生も見られない． 
①：左岸及び右岸に一般道路又は開放された管理用通路がない． 

②：左岸又は右岸に一般道路又は開放された管理用通路がある． 

③：左岸及び右岸に一般道路又は開放された管理用通路がある． 
Ａ～Ｉ：ＡからＩの順番で流水景の都市化傾向が強くなることを表し，

Ａが最も自然造形に富む流水景で，Ｉが最も人為的造形に富む都市化
された流水景を表す． 

 
視対象 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

視
点 

① Ａ Ｂ Ｃ 

② Ｄ Ｅ Ｆ 

③ Ｇ Ｈ Ｉ 

 

内川 

赤川 

苗津川 

内川 

内川 

苗津川 

内川 

新内川 

内川 
新内川 

赤川 

出典：国土数値情報データ「河川データ，用途地域データ」，国土地理
院標準地図を基に作成 

出典：国土地理院空中写真 

（注）左写真は，新内川整備前の1962年(昭和37年）10月10日撮影 
右写真は，新内川整備後の1986年(昭和61年）６月５日撮影 
右写真の白枠は左写真の撮影範囲を表している． 

赤川 

準住居地域 

近隣商業地域 

商業地域 
準工業地域 

工業地域 

工業専用地域 

一級河川指定区間 

凡例： 

第一種低層住居専用地域 
第二種低層住居専用地域 

第一種中高層住居専用地域 

第二種中高層住居専用地域 
第一種住居地域 

第二種住居地域 

一級河川直轄区間 
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が整備される頃は市街化が進んでいないこともあり，築

堤構造で整備されたと考えられる．内川は掘込構造の区

間が多いが，写真－１の左側の写真の市街化されていな

い上流区間には築堤構造の堤防が見られる．このように

治水対策時の市街化の状況の違いにより，掘込構造を主

とする河川と築堤構造を主とする河川の違いが生じたと

考えられる． 

河床勾配は，新内川が 1/350である 17）．内川の河床勾

配は，これを基に分岐点から合流点までの河川延長から

算出すると，約 1/750となり，勾配が緩く，両河川の流

水の表情の違いの要因の１つになると考えられる． 

 

 

５ 内川と新内川の都市化分析 

 

(１) 現地調査実施日 

内川と新内川の水面の表情，河道，川表の状況，沿川

の一般道路・管理用通路の状況，橋梁の調査は，2023年

５月２日，６月 19日，８月 28日に実施した． 

 

(２) 内川と新内川の流水景 

第３章第４節で述べた都市河川の空間スケール単位を橋

梁区間として，本研究の対象河川の橋梁名と区間を図－

２に示した．内川は 15区間（区間番号１～15），新内川

は 11区間（区間番号 16～26）である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 分析河川の空間スケール単位（図中の番号は区間番号） 

 

この区間を対象に流水景の都市化分類を，図－３に示

した．内川は，上流側から連続して，Ａ，Ｂ，Ｃの区間

が約 67.8％（QGISによる計算結果）を占め，主に動植物

による自然造形が見られ，視点となる一般道又は管理用

通路が整備されていない．流水は，水深が浅く，州は確

認できるものの，人工水路のような等流的な流れになっ

ている（写真－２，３）．Ｈの区間は，石積みの護岸の掘

込構造で，河道は直線に近く，水制が設置され，人為的

造形が中心的な流水景であるが，水制により，州が形成

され，動植物を眺めることができる．この区間も上流区

間と同様に，州は確認できるものの，等流的な流れになっ

ている（写真－４）．Ｈの区間は，延長の約 12.1％を占め

ている．内川は，他の区間も河道の線形や植生の有無に 

かかわらず，流水は，人工水路のような等流的な流れに

なっている（写真－５，６）． 

一方，新内川は，内川との合流点の区間と苗津川との

合流点の区間を除いて，Ｇの区間となっており，全体の

77.6％（QGISによる計算結果）を占める．左右岸に視点

となる開放された管理用通路が整備され，動植物や瀬・

淵の流水の変化を回遊して眺めることができる（写真－

７，８，９）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 流水景の都市化分類（図中のアルファベットは表－１

のとおり．丸囲みの数字は写真撮影箇所） 

 

(３) 流水景と土地利用との関係 

流水景の都市化傾向と沿川の土地利用との関係を，住

居系，商業系，工業系の３分類に集約した用途地域との

関係を図示した図－４でみると，商業系用途地域に都市

化傾向の強い流水景が集中していることがわかる． 

商業系用途地域内には最も都市化されたＩの区域もあ

るが，自然造形が見られるＨの区域が多い．都市計画に

おいても，内川のこの区間（図－２の区間番号３～７．

図－３の都市化分類Ｈ，Ｉの区間）が平成３年３月 31日

に内川河川緑地に計画決定されており 18），計画的，人為

的に自然の造形を取り入れていると考えられる． 

また，同じ住居系用途地域でも，内川は，自然造形が 
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写真－２ Ａ（撮影箇所①）  写真－３ Ａ（撮影箇所②） 

 

 

 

 

 

 

写真－４ Ｈ（撮影箇所③）  写真－５ Ｃ（撮影箇所④） 

 

 

 

 

 

 

写真－６ Ｆ（撮影箇所⑤）  写真－７ Ｆ（撮影箇所⑥） 

 

 

 

 

 

 

写真－８ Ｇ（撮影箇所⑦）  写真－９ Ｇ（撮影箇所⑧） 

 

強いＡが多いのに対し，新内川は，人為的造形が強いＧ

が多くなっている．これは，内川の治水対策が，慶長年

間に，赤川（外川）に本流を誘導したことや，昭和の時

代に新内川（捷水路）を整備したことにより内川自体の

拡幅等の大規模な改修に拠らなかった歴史的経緯が影響

していると考えられる．現在の住宅系用途地域のＡ，Ｇ

の区間は，写真－１の左の写真から以前はどちらも郊外

に位置していたが，こうした治水対策が，流水景へのア

クセスに大きな違いが生じる要因になったと考えられる． 

 

(４) 流水景と人口密度との関係 

人口密度は，DID（人口集中地区）の基準としている 40

人/haを基準に２区分で表示し，流水景と人口密度との関

係を図－５に示した． 

内川と新内川のそれぞれに人口密度40人以上の区域が

あるが，沿川の一般道路又は開放された管理用通路の有

無によりＡとＧの違いが生じており，流水景の自然造形

を日常的に眺めることのできる近隣の住民のアクセス性

に違いがある．Ｈの区間は，人口密度が低く，図－４で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 対象河川周辺の土地利用（用途地域を住居系，商業系，

工業系の３分類で表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 対象河川周辺の人口密度（40人/ha未満と40人/ha以

上の２区分で表示） 

 

示したとおり商業系用途地域内にある．この区間は，土

地利用的には近隣住民以外に商業や観光等の業務に関係

する来訪者が訪れることが特徴となり，第２節で述べた

ように他の区間と違い石積みの護岸が整備され，前節で

述べたように水制により計画的に自然造形が造り出され

ており，人口密度の違いも流水景の違いに対応している

傾向が見られる． 

 

凡例：   0-40    ≥40（単位：人/ha） 

出典：2020 年国勢調査結果の小地域（町丁・字等）の人口データを加
工して作成 

出典：国土数値情報データ「河川データ，用途地域データ」，国土地理
院標準地図を加工して作成 

凡例： 用途地域（  住居系   商業系   工業系） 

内川 
新内川 

内川 
新内川 
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６ 結論 

 

本研究は，河川空間そのものが持つ河川空間内部の景

観特性から捉えた河川景観を流水景とし，橋梁区間をス

ケール単位とした９分類で，河川空間の都市化の程度を

明らかにした．また，流水景の都市化分類基準は，橋梁

間という短い区間で評価するため，一つの河川を分割し

て，又は，複数の河川間で，流水景と土地利用や人口密

度との関係性を分析することに対応できることを明らか

にした．流水景は，都市河川空間の都市分析への対応を

可能にすると考える． 

流水景の都市化の分類項目に用いた管理用通路の有無

や，流量に影響される流水の表情は，内川に関して言え

ば，江戸の初期に行われたといわれる本流の切り替えや，

昭和の後半に行われた捷水路の整備といった過去の大規

模な治水対策の影響を大きく受けていることが想定され，

河川景観を考える場合に，治水対策による景観変化への

影響の把握と対応は，大きな課題であると考えられる． 

今回の研究で提案した流水景の都市化分類は，自然優

位か人工優位かの違いを表すに留まっており，景観的な

優位性には言及していない．景観的な優位性は，自然と

人為のバランスの上に成り立つと考えられ，河川景観の

評価手法の確立に向けた今後の課題としたい． 
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